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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，大学生に対する創造教育を実施すると同時に児童に対してものづくりの楽
しさを体験させる教育システムとして，ものづくりの技術を本や映像で“見える化”し，アイディアをＩＴを利用した
加工技術で“触れる化”するものづくり教育システムの構築を行った．実践したものづくり教室での児童のアンケート
から，本プログラムが児童のものづくりへの関心に効果があり、また大学生のアンケートから，児童にものづくりを通
して教えることで多くを学ぶことができたことが確認できた．以上のように，大学生に対する創造教育と共に児童や小
学校の先生に対してものづくりの楽しさを体験できる活動を実現できるプログラムを創出できた．

研究成果の概要（英文）：The theme of this research is to develop an educational program which provides cre
ative training to university students as well as the opportunity for children to experience and enjoy Mono
zukuri (making things). We developed an educational program which visually demonstrates Monozukuri techniq
ues using books and video, and enables the students and children to touch their ideas using machining tech
niques based on IT. We conducted a questionnaire on children attending the Monozukuri classes and it was f
ound that this program was effective to rouse the children's interest in Monozukuri. The questionnaire con
ducted on the university students revealed that they were able to learn much from teaching the children ab
out Moznozukuri in these classes. In this way, the program developed realizes creative training for univer
sity students as well as activities which provide the opportunity to experience and enjoy Monozukuri to ch
ildren and elementary school teachers.
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１．研究開始当初の背景 

最近，工学部への志望者数の減少にはどめ
がかかってきてはいるが，依然として低い状
況が続いている．このような状況の中，各大
学では入学前にオープンキャンパス，公開授
業・出張授業，小中高校生を対象としたもの
づくり教室の開催を行い，目的意識を持ちか
つ資質・能力の高い学生の確保を行っている．
このような状況を生んだ原因として，ものづ
くりの３Ｋのイメージ，技術者の待遇や社会
的地位の問題などいくつか挙げられている
が，その一つとして子供の時のものづくり体
験の不足，初等教育時における技術教育の不
足の問題が考えられる．小中学校時代に，も
のづくりにかかわる授業として図工と技術
家庭の科目があるが，近年これらの授業は生
活関連科目（技術・家庭・情報の複合型）の
位置づけであり，ものづくりの占める割合は
極めて少ない状況である．しかも，技術のブ
ラックボックス化が進んでいるため，なぜ動
くなぜ機能するなどを理解できにくくなっ
ている．このため数十年前に比べものづくり
を体験することで得られていた技術や発明
者に対するあこがれが薄くなってきている．
このような状況を打開するためには，児童に
基本的なものづくりの体験の場を提供し，児
童がものづくりの体験を通して「将来技術者
になりたい」と思わせる取り組みが重要と考
えられる．一方，大学においても，高度な専
門知識と広い教養を持ち，かつ創造性，主体
性，積極性，問題解決能力をもつ人材の育成
が不可欠である．これは社会が求める大学教
育への要求でもある．このような社会的要求
に応えるために，現在，多くの高専や大学の
工学系学部で幅広い専門知識を有しかつ協
調性を備えた高度技術者の育成のための創
造教育が実践されている．このように幅広い
世代に対して，創造性，主体性などを育む“も
のづくり”を通した教育プログラムが必要と
されている． 

２．研究の目的 

 上述の社会的状況に応えることを目的と
して，アイディアを錬る→まとめる→具体化
する→評価する→改善する，ことをコンセプ
トとする年代別ものづくり教室を実施して
いる（表 1）．本教室は，図 1 に示すように小
中学生にものづくり教室の楽しさを体験さ
せるばかりではなく，大学生が小学生に対し
ていかにものづくりや実験が楽しくかつ魅
力的であるかを実感させるプログラムの創
出も行っている（“教えることで学ぶ”もの
づくり教室）．これは，大学生がいままで学
習した知識や概念を体系化し理解し，それを
現実の事象に当てはめて実用展開（ものづく
り教室や金属実験教室の運営）を図るという
創造教育でもある． 

本研究では，大学生の創造教育（“教えるこ
とで学ぶ”）のものづくり教室の概念を踏襲
し，ものづくりの技術を本や映像で“見える
化”し，アイディアをＩＴを利用した加工技

術で“触れる化”するものづくり教育システ
ムを提案する．見える化は，ものづくり教室
で使用する各技術を映像と音声でその特徴
を映像コンテツとしてまとめ，技術を動画で
視覚的に理解させるものである．また本は，
加工方法や手順をイラストと文字で紹介し，
視覚的に技術への関心を抱かせるものであ
る．映像コンテツと本は，ものづくり教室で
利用し，参加者の事前学習および児童の親や
小中学校の先生に対するものづくり技術へ
の理解度の向上にも利用する．一方，触れる
化は，アイディアやイメージをＩＴを利用し
た加工技術（マシングセンターなど）で具体
化し，ものづくりの楽しさを体験させるもの
である．本プログラムは，映像技術，ＩＴ技
術を利用してものづくり離れを打開する活
動を行うと同時に大学生に対する創造教育
を実施するという特色を持つ． 

 

 

 

表 1 年代別ものづくり教室の考え方と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 考え方 課題名 

小学校 
低学年生 

身近にあるものを使
い，工夫してものづく
りを行うことでその面
白さを体験でき，みん
なで競い合って楽しく
遊べるもの 

・空き缶飛行
機製作 
・歩くヤジロ
ベー製作 

小学校 
 高 学 年
生 

道具・工具を使っても
のづくりを行い，その
基本的原理を理解する
ことで自然法則が学べ
るもの 

・空き缶ウイ
ンドカーの
製作 
・マグネット
プレート 
・卑弥呼の銅
鏡製作 

中学校生 

身近にある工業製品・
生活用品の作動原理や
製造技術について，も
のづくりや調査研究を
通して理解できるもの 

・自走型車両
の製作 
・アルミ缶の
解剖実験 

図 1 “教えることで学ぶ”ものづくり教室の概念図 



３．研究の方法 
(1) ものづくり教室の体系 
 “（作り方を）見える化，・（アイディアを）
触れる化ものづくり教育システム”の概念を
図２に示す．我々は，大学生に対してものづ
くり教室の趣旨を提案し，大学生はこれに即
した教室の内容を我々と検討する．検討した
ものづくりに関わる加工技術を洗い出し，主
要な加工技術を映像化（見える化）する．ま
た，これらの技術をテキストにまとめものづ
くりや技術の面白さを伝える．さらに上述の
映像と本を利用して，加工機を用いたものづ
くり教室の実践を行い，児童にものづくりの
楽しさ・面白さを伝える教室を開催する．も
のづくりの技術を映像化することにより，児
童が同じ目線で同じ情報を共有できるメリ
ットがあり，効率の良い教育手法となる．ま
た映像はＣＤ化し，本と共に児童や学校の先
生がいつでも見られるようにし，ものづくり
に対する理解の向上につなげる．児童の家庭
環境や学校環境からも，ものづくりの楽しさ
の雰囲気作りを行う． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ものづくり教室の体系図 

 
 
(2) 本および映像コンテンツ 
 ものづくりの技術を本や映像で“見える
化”する本および映像コンテンツを作成した．
本は，図 3に示す「工学的ものづくり事例集」
を作成した．工学的ものづくり事例集は，１
つの事例に対して１ページに①考え方②概
要③教室様子④アンケート結果をまとめた
ものと，作り方の手順書や加工技術から構成
されている．1 ページ目でものづくりの内容
を把握し，手順書などでものづくり教室の難
易度の判断および再現ができる構成として
いる．一方，映像コンテンツは，ものづくり
教室の様子を動画としてみることができる
ようにし，文章や写真では伝わりにくい製作
上のポイントや注意点を効率よく伝えるこ
とを目的としている．一つの映像は，約３分
を目安にして，音楽と挿入文字により説明が
単調とならないように工夫した．今回作成し
た事例集には，１１事例を掲載している．ま
た動画は５事例を製作しＤＶＤにまとめて
いる．図４に映像コンテンツの例を示す． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ ものづくりの本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４ 映像コンテンツの例 

 
４．研究成果 
(1)ものづくり教室一覧 
 表 2に実施したものづくり教室を示す．年
10 回程度のものづくり教室や実験教室を実
践し，児童や小学校の先生にものづくりの楽
しさを伝える活動を行った．教室は，映像や
画像を用いて教室の内容やものづくり技術
について全体説明を行った後，各プログラム
を実践した． 
 

表２ 実践したものづくり教室 

 教室内容 取材 
2011年 ・風鈴の製作教室 

・小学校の先生の鋳造
体験教室 
・マグネットプレート
製作教室 
・その他 イベントに
参加（合計 5回） 

 

2012年 ・金属の実験教室 
・小学校の先生のもの
づくり教室 
・クリスマスベルの製
作教室 
・ＭＣによるマグネッ
トプレート製作教室 
・その他 イベントに
参加（合計 11回） 

NHK水戸，
JWAY(ケー
ブル TV)，
茨城新聞
で紹介 

2013年 ・動くブラシ君の製作
教室 
・金属の実験教室とも
のづくり教室 
・割れないシャボン玉
製作教室 
・工作機械を使ったウ
インドカーの製作教室 
・その他 イベントに
参加（合計 11回） 

NHK水戸，
JWAY(ケー
ブル TV)，
茨城新聞
で紹介 
 



(2) ものづくり教室の実践例 
本研究で実施したものづくり教室の一例を
示す．各教室には，20人程度の参加があった． 
① マシニングセンターによるマグネットプ

レート製作教室  
 人形やプレートの裏側にマグネットがつ
いているマグネットプレートを鋳造で製作
する教室である．鋳造の元型をマシニングセ
ンターで加工後，砂型を製作して鋳造を行な
う．プレートにつけるマグネットは鋳造の時
に同時に鋳込んでしまう方法で行い，鋳造後，
バリ取り作業と色づけをして完成させる．使
用する金属はアルミニウムや亜鉛を使用す
る．本教室は，自分のアイディアを具体化す
る体験を通してものづくりの楽しさの体験，
金属の溶けて固まる変化を観察することを
狙いとしている．図５に様子を示す．また，
アンケート結果，“楽しかった”“また参加し
たい”との回答が多かった．自由記載では，
“溶けた亜鉛がすぐに固まりびっくりした”，
“型作り，鋳造と色塗りが難しかった”，砂
型をたたいて壊すのは面白かった”，“ものづ
くりは大好きなのでとても楽しかった”，
“色々経験出来てよかった”などものづくり
の楽しさに触れた感想が多くみられ，当初の
目的を達したプログラムであると考える． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ ＭＣによるマグネットプレート製作教室の

様子 

 

②  金属の実験とものづくり教室 
 本プログラムでは，実験とものづくり実習
を組み合わせた内容とし，いろいろな角度か
ら金属について体験ができるように工夫し
た．また，実験に関しては，受講生を小グル
ープ（5名/班）に分けさらに各班に大学生（１
名）を配置し，気楽に質問できる雰囲気づく
りとした．実験は，金属の引張試験，圧延試
験，組織観察を行い，ものづくりは，砂型鋳
造による人形の製作を行った．実験は，児童
の集中力が保てるように 50分の授業とした．
図６に教室の様子を示す． 
本プログラムの評価をアンケートで行った
結果の一部を示す．“どうして参加しようと
思いましたか？”の問いに対して，５0％の
参加者がプログラム内容に興味を持って参
加しており身近な科学に興味を持っている

児童が多数いることを示している．また 20％
は，前にも参加したことがあると回答してお
り，ものづくりや実験の場を定期的に設ける
ことも，ものづくりや科学に興味を持たせる
ための重要な因子であることと考える．また
“どの実験が楽しかったですか？”の問いに
対して，それぞれに興味のある実験・実習が
あり，いろいろな実験や実習ができる場を提
供することが重要であり，このような取り組
みが科学離れの歯止めにもつながるもと考
える．特にものづくりが楽しいという回答が
多く，ものづくりを通して科学への興味を持
たせる工夫が重要であると考える． 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 金属の実験とものづくり教室の様子 

 
③ 工作機械を使ったウインドカー製作教室 
空き缶ウンドカーの製作教室は，風の力で

プロペラを回転させその力を車輪に伝える
ことで，風の方向に進む玩具である．児童は
設計図に従ってけがき作業を行い，旋盤によ
る穴あけ加工，ベンディングマシンによる曲
げ加工，タップによるネジ切り加工を行って
部品を製作し，製作した部品を組み合わせて
完成させる．本教室は，工作機械を体験する
こと，設計書を理解してものづくりを行うと
ともに，風の力を車輪の駆動力に変えるメカ
ニズムについて理解することを狙いとして
いる．図７に教室の様子を示す．また，図８
にアンケートの一部を示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図７工作機械を使ったウインドカー製作教室の様

子 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
図８ アンケート（問：楽しかったですか？） 

 
(3) 大学生のアンケート結果 
ＭＣによるマグネットプレート製作教室

終了後の大学生のアンケート結果の一部を
示す．“コミュニケーション能力が向上した
と思いますか？”，“チームワーク・協調性が
向上したと思いますか？”，“主体性・積極性
が向上したと思いますか？”の問いに対して，
約 75％の大学生が向上した回答しており本
取組が有効に機能したことを示している．
“鋳造・加工技術に関して理解が深まりまし
たか？”の問いに対して，約 75％が深まった
あるいはやや深まったと回答し，教えること
で自らの知識をより深くすることができた
ものと考える．自由記載での感想からは，「わ
かりやすい指導が出来るようになってきた
と思う．」「子供たちがうれしそうにしていた
ので，やってよかったと思う．」「子供たちと
色々話すのはとても楽しかった．」など，教
える楽しさを体験できた一方で「自分の考え
が相手にまったく伝わらないことがあって，
教えることの難しさを実感した．」「専門知識
がない人に専門的なことを教える難しさが
わかった．」などがあり，教えることやコミ
ュニケーションの難しさを実感したようで
ある． 
 以上の結果は，大学生が小学生に対してい
かにものづくりや実験が楽しくかつ魅力的
であるかを実感させるプログラムの創出を
行う過程で，コミュニケーションや協調性の
重要性を学び，いままで学習して得た知識や
概念を体系化できるシステムであることを
示している． 
 
(4) ものづくり教室の展開 
これまで，主に大学構内において近隣の小

中学生にものづくりの楽しさを伝える活動
を行ってきた．本取り組みの継続的な活動に
より，最近，さまざまな機関とのコラボ企画
が持ち上がっている．このため，大学構内ば
かりではなく，出張によるものづくり教室の
開催が求められてきている．このような要求
に応えるためには，出張で実行できるものづ
くり教室の検討，およびものづくりをする設
備の小電力化，小型化を図ることで機動性を
有する“ものづくりラボ”の構築が必要であ
る． 出張で実行できるものづくりとして，
ハサミ，のりなどを用いて工作するテーマの
新規開発や，１００V 電源の工作機械を充実
させることで様々な状況に対応できる体制
を整えている．このような体制の整備に伴い，

ものづくり教室の開催場所が，日立市をはじ
め水戸市，境町，土浦市など飛躍的に広がっ
た． 
 さらに，実践してきた工学的ものづくりで
得たノウハウをベースとして特別支援教育
（養護学校教育）への展開も試みている．養
護学校教育は，生徒の障害に基づく様々な困
難を改善・克服するための知識，技能，態度
および習慣を養うことを目的の一つとして
いる．この目的を達成させる手法として，い
ままで培ってきた工学的ものづくりの適用
を試みるものである．ものづくりを通して養
護学校の生徒は，ものづくりや大学生とのふ
れあいを通して自分と社会とのつながりを
理解し，自立的生活の基礎知識を習得するこ
とを狙いとする．一方，我々大学生は，養護
学校の生徒や先生との共同作業により，社会
の多様性を体験し社会人としての成長をす
ることを目指している． 
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